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平成 28 年度 第 ５ 回 人にやさしい暮らしのまち部会 会議概要 

日 時 平成 28 年 7 月 8 日（金）10：00～12：00 
会 場 市役所本館 3 階 対策室１ 

出席委員 
田村委員(座長)，渡部委員(副座長)，杉原委員(副座長),中村委員(書記)， 

志賀委員(書記), 高橋委員，加藤委員，本間(之)委員，川崎委員, 三條委員，

菊池委員, 水品委員，津田委員，長谷川委員 
欠席委員 本間（伸）委員，南雲委員，井上委員 
事 務 局 小栁主幹，大野主査 
議 題 「安否確認」および「災害時要援護者支援体制」について 

会議内容 
及び 

決定事項等 

 
今後，自治・町内会における「安否確認」および「災害時要援護者支援

体制」構築の調査・検討をすすめるにあたり，基礎データとして自治・町

内会長へアンケートを行うか，意見交換を行った。 
 
＜主な意見＞ 
・全町内・自治会長あてでなく，いくつかの自治・町内会長へアンケート

や直接聞き取りを行ってみてはどうか。 
・町内・自治会長が頻繁に交代する自治・町内会もあることから，アンケ

ートをとっても正確に現状や成り立ちが把握できるのか。 
・2 年前に当部会でアンケートをとった中にも，災害時要援護者体制につい

て聞いているので，それを活用したらどうか。 
・2 年前のアンケートでは，大きなくくりの中の一部として，聞いているだ

けなので，もっと絞った内容でアンケートをとったらどうか。 
・昨年度，チェックシート「自分の命は自分で守ろう！」を各世帯へ配布

しており，「自助」から「共助」の流れといことで，自治・町内会長から

も主旨を理解したうえで回答してもらえるのではないか。    など 
 

上記のようなさまざまな意見が出たが，今後，事業を取り組んでいくに

あたって，現状把握をする必要があることから，各町内・自治会長あてに

アンケート調査を行うことになった。 
 
 
  アンケート項目については，座長，副座長で原案を作成し，次回部会時

に全員で検討していくことになった。 
 

その他  
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